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１．はじめに  

 2007 年 3 月 25 日 9:42 頃に能登半島西岸沖，北緯 37.220゜，東経 136.685゜，震源深さ 11km を震源とする

Ｍj6.9 の能登半島地震が発生した（2007 年 3 月 25 日 13:30 気象庁発表）．この地震では，最大震度 6 強の揺れ

が輪島市，七尾市，穴水町で観測され（気象庁発表），K-NET1)によれば，富来で最大加速度 945cm/s2（3 成分

合成），穴水で最大速度 104cm/s（3 成分合成）が観測された．この地震により，液状化も能登半島各地で発生

した．本報では，2007 年能登半島地震における液状化について，液状化発生地点の特徴，液状化による被害

について，地震直後における知見を述べる． 

２．液状化発生地点と被害 

 図 1 に，今回の地震で確認された液状化発生地点を示す．この図中の点には，著者らが液状化を確認した地

点に，國生ら 3)，吉田・宮島 4)，吉田 5)，大島 6)，基礎地盤コンサルタンツ 7)によるデータを加えた．なお，

ここで液状化発生地点とは，液状化によって発生する噴砂を確認した地点である．したがって，地表の非液状

化地盤がある程度厚いなどの理由で，その下位で液状化が発生していても噴砂が生じない場合などを含まない．

図中には，目安のために栗林ら 2)が示した液状化の生じる限界震央距離を示した．限界震央距離を以下に示す． 

         ･･･(1) 
ここで，R：液状化限界震央距離(km) 
M：気象庁マグニチュード 
 

液状化が発生した地点は，限界震央距離をやや越えた富山県高岡市伏木富山港の伏木万葉埠頭や石川県珠洲

市熊谷町や正院町正院などでも確認されたが，概ね限界震央距離の範囲内であったことがわかる． 

 図 2 に今回の地震で観測された各地の地震の揺れを示す．最大加速度と最大速度は K-NET1)，KiK-net9)，気

象庁 10)のデータで，計測震度は K-NET1)，気象庁 10)のデータである．最大加速度と最大速度は，NS と EW 成分

の最大の方を示した．半島北部地域では 500cm/s2を越える最大加速度観測し，速度でも震央付近では 50cm/s
を越えた．計測震度も，震央付近では，6 強（6.0～6.4）や 6 弱（5.5～5.9）が観測され，大きな揺れであった

ことがわかる．液状化が発生した地点の中でも震央距離の大きい珠洲市正院町正院，氷見漁港，伏木富山港の

揺れは，最大加速度が 158～174cm/s2，最大速度で 13～25cm/s，計測震度で 4.5～5.1（5 弱～5 強）であり，地

震の継続時間や周期特性にもよるが，このような揺れが液状化を生じさせる地震外力の目安になると考えられ

る． 

 表 1 に今回の地震における液状化地点の地盤種別と主な被害を示す．データは，著者らのデータに加え，図 

1 と同様に文献 3)～7)を参考にした．地盤種別は，ボーリングなどによるものではなく，周囲の状況などから

判断したものである．液状化地点は，調査した範囲では海岸埋立地，造成地，埋戻地盤，旧河道造成地であり，

いずれも通常の沖積地盤に比べると若齢な地盤であったといえる．一方，液状化が発生しなかったこと証明す

ることは実状では困難であるが，震央付近ではかなり大きな揺れが観測され住家の被害も甚大であったが，自

然地盤における液状化は少なくとも目立ったものはなかった．また，能登半島の七尾から羽咋にかけては邑知

（おうち）低地帯があり，沖積低地が存在しているが，ここでも目立った液状化は調査した範囲では報告され

ていない．したがって，沖積地盤は若齢な人工地盤に比べれば液状化抵抗はかなり大きく，逆に，海岸埋立地

や埋戻地盤のような若齢地盤は圧倒的に弱い可能性がある．被害は，道路の亀裂や岸壁背後地の沈下など比較

的軽微なものが多く，写真 1 に示す七尾市大田町における岸壁背後地盤が広い範囲で 30cm 近く沈下した被害

が最も大きく，1964 年新潟地震や 1995 年兵庫県南部地震のような液状化による大規模な被害は少なかった．  

 キーワード 2007 年能登半島地震，液状化現象，計測震度，最大加速度，最大速度 
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都市名 地盤種別 被害概要 参考文献

富山県高岡市伏木万葉埠頭 海岸埋立地 目立った被害はなし 4)

富山県氷見市比美町※ 海岸埋立地 道路の亀裂

石川県七尾市大田町※
海岸埋立地
埋戻地盤

側溝・ボックスカルバートの浮き上がり，道路の段差亀裂，材木
置き場埠頭岸壁背後地大規模に沈下，用水護岸移動

5)

石川県七尾市万行町※ 海岸埋立地 岸壁背後地盤沈下

石川県七尾市矢田新町※ 海岸埋立地 埠頭先端エプロン部に亀裂沈下，電柱沈下

石川県七尾市府中町 海岸埋立地 岸壁背後地盤沈下，インターロッキング乱れ

石川県七尾市なぎの浦 海岸埋立地 公園内段差 7)

石川県七尾市田鶴浜町 埋戻地盤 建物周辺の沈下，電柱鶏舎 5)

石川県七尾市和倉温泉 海岸埋立地 護岸移動，背後地盤沈下，インターロッキング乱れ 4)5)

石川県穴水町大町※ 海岸埋立地 岸壁背後地盤沈下，道路に亀裂

石川県穴水町川島※ 海岸埋立地 岸壁はらみ出し，背後地盤沈下

石川県珠洲市宝立町鵜飼※ 海岸埋立地 目立った被害はなし，再液状化

石川県珠洲市熊谷町※ 造成地 目立った被害はなし，再液状化

石川県珠洲市正院町正院 造成地 目立った被害はなし，再液状化 5)

石川県輪島市河合町※ 海岸埋立地 道路の亀裂，護岸背後地盤沈下 6)

石川県輪島市門前町道下※ 旧河道造成地
公園に亀裂，道路亀裂，浄化槽浮く上がり，住宅地では全壊半壊
多数，

5)

石川県輪島市門前町黒島町 海岸埋立地 岸壁亀裂はらみ出し沈下

石川県輪島市門前町清水 埋戻地盤 畑の亀裂，住宅横敷地亀裂 5)

石川県輪島市門前町広瀬 埋戻地盤 マンホール浮き上がり，住宅横敷地亀裂 5)

石川県志賀町西海風戸 海岸埋立地 護岸背後道路の陥没 5)

石川県志賀町高浜町 旧河道造成地 建物周囲沈下 8)

※噴砂採取  

３．まとめ  

 2007 年能登半島地震における液状化の特徴をまとめると以下となる． 

(1)本調査での液状化が発生した最も遠い地点は，高岡市の伏木万葉埠頭と珠洲市の正院町熊谷と正院である

が，今まで経験的に知られている液状化の生じる震央距離と概ね一致していた． 

(2)液状化が発生した地点の地震による揺れは，最大加速度が 158cm/s2以上，最大速度が 13cm/s 以上，計測

震度が 4.5（5 弱）以上であった． 

(3)液状化による被害は，大きなもので七尾港における 30cm 程度の広範囲な岸壁背後地の沈下などであり，

1964 年新潟地震や 1995 年兵庫県南部地震で見られたような大きな被害は認められなかった． 
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図２ 観測された各地の地震の揺れ 
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図 1 液状化発生地点 
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写真 1 七尾市における岸壁背後地盤の被害 

表 1 2007 年能登半島地震による液状化地点の

地盤種別と主な被害 
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